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株式会社グリップ 

 

社内でどんどん増えてます！ 
 

お弁当男子。 

「皆で食べるようになってから、違うグループの社員や幅広い年齢の社員とコミュニケーション
が取れるようになりました。（事務・29歳）」 「出張に行った際のおいしいお土産をつつきながら、
仕事についてアツイ話をしています。（営業・26歳）」  「男たるもの、お弁当箱なんて洒落たモノ
はいらない！タッパーで十分！とにかくお腹いっぱいに！（営業・23歳）」 

横浜エリアを中心にワンルームマンション販売による不動産経営を支援する、株式会社グリップの
現在の社員は総勢82名（男性社員58名・女性社員24名）。 

昼休みのチャイムが鳴ると会社近辺にある飲食店へ食べに行く社員も多い中、社内休憩スペース
でなにやら楽しげな声が。覗いて見ると、そこにはお弁当女子ならぬお弁当男子の姿がありました。 

4月に入り、新入社員10名を迎えてますます活気づいてきたグリップ。会社内のコミュニケーションの場として、
お昼の時間を有効に使っていきたいですね。 



【会社概要】 
 

会社名 ： 株式会社グリップ 
 

代表者 ： 代表取締役社長 長谷川 建二 
 

所在地 ： 〒220-0011 神奈川県横浜市西区高島 2-7-1 ファーストプレイス横浜 2 階 
 

資本金 ： 5000万円 

お問い合わせ先   株式会社グリップ  広報担当 ： 北上（キタカミ） ・ 村田（ムラタ） 

              TEL：045-450-7577  FAX：045-450-7578  URL：http://www.yk-glip.co.jp/      

『毎日会社に自作のお弁当を持ってくる“お弁当男子”って「あり」？「なし」？』 

アンケート結果：働く女子289名の答えはこうでした！ 

【今回の研究結果】 
 
    働く女子289名の約9割の票を獲得して、“お弁当男子”は「あり」派が多数となりました！健康管理や
時間・お金の使い方など、自己管理ができる男性に魅力感じているといった意見が多いようです。また、 

お弁当は添加物や保存料が入っていないので、体にもお財布にも優しいのが魅力ですね。一息つける
お昼の時間、「何作ったの？」「おいしそうだね！」など、社員同士の会話が増えるきっかけになるはず。
皆さんも、お弁当作ってみてはいかがでしょうか？ 

※2015年2月17日 「営業type」参考 


